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七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
│
│
元
老
院
を
中
心
に
│
│
中
谷
功
治
は
じ
め
に
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
は
、
神
の
恩
寵
を
う
け
た
専
制
君
主
と
さ
れ
る
一
方
で
、
合
法
的
に
擁
立
・
改
廃
が
可
能
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
国
制
上
の
建
前
に
お
い
て
皇
帝
擁
立
の
権
利
を
も
つ
の
は
、
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
元
老
院
と
民
衆
そ
し
て
軍
隊
の
三
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
制
上
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
〇
世
紀
前
半
に
Ｊ
・
Ｂ
・
ビ
ュ
ア
リ
や
Ch
・
デ
ィ
ー
ル
ら
の
碩
学
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
た
⑴
。
ビ
ザ
ン
ツ
独
自
の
こ
の
国
制
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
以
来
の
伝
統
を
色
濃
く
反
映
し
つ
つ
、
四
世
紀
以
降
の
後
期
ロ
ー
マ＝
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
過
程
を
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
動
向
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
⑵
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
国
家
に
あ
っ
て
は
時
代
を
問
わ
ず
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
七
世
紀
以
降
、
帝
国
は
そ
の
領
土
の
半
分
以
上
を
喪
失
し
、
従
来
ど
お
り
に
万
単
位
で
の
人
口
を
擁
す
る
都
市
と
し
て
生
き
残
っ
た
の
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
だ
け
と
な
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
皇
帝
を
中
心
と
す
る
首
都
の
政
府
は
原
則
と
し
て
け
っ
し
て
政
治
の
手
綱
を
手
放
す
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
帝
国
中
央
に
お
け
る
政
権
の
存
在
は
無
視
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
一
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
時
期
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
た
考
察
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
七
・
八
世
紀
は
史
料
状
況
が
特
に
劣
悪
で
あ
り
⑶
、
そ
れ
は
首
都
で
あ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
つ
い
て
も
さ
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
ま
ず
は
考
察
の
足
が
か
り
と
し
て
、
以
下
で
は
こ
の
時
代
に
首
都
の
元
老
院
が
は
た
し
た
役
割
を
中
心
に
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
ロ
ー
マ
帝
国
と
元
老
院
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
古
代
ロ
ー
マ
の
元
老
院
な
い
し
元
老
院
議
員
は
、
帝
政
期
に
入
っ
て
も
元
首
と
の
協
調
体
制
の
も
と
で
国
家
の
統
治
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
が
⑷
、
三
世
紀
の
軍
人
皇
帝
時
代
に
は
そ
の
役
割
を
大
幅
に
減
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
⑸
。
け
れ
ど
も
四
世
紀
の
専
制
君
主
政
期
に
入
る
と
、
新
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
創
設
に
並
行
し
て
、
こ
の
地
に
お
い
て
も
ロ
ー
マ
と
は
別
個
の
元
老
院
が
創
設
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
元
老
院
は
、
政
府
要
人
が
そ
の
中
核
を
占
め
て
い
た
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て
は
元
首
政
期
の
よ
う
な
政
権
運
営
の
中
枢
を
具
体
的
に
担
う
主
体
で
は
な
く
な
り
、
お
も
に
「
承
認
」
と
い
う
か
た
ち
で
皇
帝
政
治
を
支
え
る
集
団
へ
と
役
割
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
⑹
。
六
世
紀
に
入
る
と
、
皇
帝
の
即
位
式
典
は
首
都
近
郊
の
ヘ
ブ
ド
モ
ン
練
兵
場
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
帝
宮
殿
に
隣
接
し
た
馬
車
競
技
場
の
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
に
移
る
。
そ
こ
で
は
元
老
院
が
選
出
し
た
皇
帝
候
補
者
が
、
集
ま
っ
た
市
民
た
ち
か
ら
の
歓
呼
を
受
け
、
そ
し
て
彼
は
晴
れ
て
皇
帝
の
装
束
を
ま
と
う
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
が
Ｈ
・│
Ｇ
・
ベ
ッ
ク
の
い
う
ビ
ザ
ン
ツ
国
制
の
成
立
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
元
老
院
は
国
制
上
の
建
前
と
し
て
不
可
欠
の
存
在
で
あ
り
続
け
た
⑺
。
け
れ
ど
も
、
地
中
海
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
七
世
紀
に
入
る
と
、
武
力
に
よ
る
帝
位
の
簒
奪
と
い
う
事
態
が
再
発
し
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
二
た
。
こ
の
時
期
以
降
、
父
か
ら
子
へ
と
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
権
力
継
承
が
な
さ
れ
た
の
は
、
七
世
紀
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
〜
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
〜
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
の
三
代
、
八
世
紀
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
〜
レ
オ
ン
四
世
〜
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
の
同
じ
く
三
代
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
十
年
と
な
る
。
そ
れ
以
外
の
帝
位
交
代
時
（
十
回
以
上
あ
る
）
に
は
、
ク
ー
デ
タ
や
反
乱
に
よ
っ
て
後
継
の
皇
帝
が
廃
位
さ
れ
た
り
、
排
斥
未
遂
の
陰
謀
が
繰
り
返
さ
れ
た
⑻
。
さ
ら
に
、
上
記
の
父
子
継
承
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
そ
の
背
後
で
は
兄
弟
間
の
継
承
争
い
が
頻
発
し
て
い
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
は
弟
テ
オ
ド
シ
オ
ス
を
殺
害
し
、
そ
の
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
も
同
様
に
弟
二
名
の
鼻
を
削
い
で
お
り
⑼
、
さ
ら
に
レ
オ
ン
四
世
の
義
弟
た
ち
を
擁
立
し
よ
う
と
す
る
陰
謀
も
複
数
回
に
お
よ
ん
だ
⑽
。
こ
の
よ
う
な
動
乱
の
時
代
に
元
老
院
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
章
で
は
当
時
を
知
る
た
め
の
最
重
要
史
料
で
あ
る
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
で
の
元
老
院
へ
の
言
及
例
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
情
報
と
の
関
連
で
他
の
史
料
に
登
場
す
る
元
老
院
に
つ
い
て
も
適
宜
参
照
し
、
七
│
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
元
老
院
の
動
向
を
概
観
す
る
。
二
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
と
元
老
院
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
即
位
年
で
あ
る
二
八
四
年
か
ら
レ
オ
ン
五
世
が
即
位
し
た
八
一
三
年
ま
で
を
扱
う
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
に
お
い
て
、「
元
老
院sygkletos
」
な
い
し
「
元
老
院
議
員sygkletikos
」
へ
の
言
及
は
、
六
〇
〇
年
以
前
が
二
六
回
、
以
後
八
一
三
年
ま
で
が
十
六
回
あ
る
。
後
者
の
期
間
に
つ
い
て
関
係
す
る
出
来
事
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
〈
表
１
〉
の
よ
う
に
な
る
（
頁
は
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
の
も
の
）。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
三
前
述
し
た
よ
う
に
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
皇
帝
の
専
制
君
主
化
に
と
も
な
い
、
元
老
院
は
彼
の
施
策
に
つ
い
て
の
承
認
団
体
と
し
て
形
式
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
実
際
、
①
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
言
及
が
皇
帝
の
即
位
や
継
承
に
関
係
す
る
か
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
選
出
に
か
か
わ
る
も
の
⑥
⑩
で
あ
っ
た
。
以
下
、
②
〜
⑪
の
出
来
事
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。
表
１
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
で
の
「
元
老
院
」
言
及
（
六
〇
〇
〜
八
一
三
年
）
①
六
〇
二
年
マ
ウ
リ
キ
オ
ス
帝
の
近
親
者
の
葬
儀
に
全
元
老
院
も
聖
使
徒
教
会
に
て
参
加
す
る
二
八
四
頁
②
六
〇
二
年
○
叛
徒
フ
ォ
ー
カ
ス
は
元
老
院
と
総
主
教
を
ヘ
ブ
ド
モ
ン
練
兵
場
に
呼
び
出
す
二
八
九
頁
③
六
〇
八
／
九
年
○
元
老
院
は
カ
ル
タ
ゴ
総
督
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
（
父
）
に
救
援
を
要
請
す
る
二
九
七
頁
④
六
四
一
年
○
元
老
院
は
ヘ
ラ
ク
ロ
ナ
ス
と
マ
ル
テ
ィ
ナ
の
母
子
を
承
認
せ
ず
三
四
一
頁
新
帝
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
は
元
老
院
を
前
に
演
説
し
、
贈
り
物
を
授
け
る
三
四
二
頁
⑤
六
六
八
／
九
年
○
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
が
首
都
対
岸
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
に
到
来
し
共
同
統
治
を
要
請
す
る
三
五
二
頁
軍
団
代
表
者
は
元
老
院
と
の
議
論
に
首
都
に
入
場
す
る
も
捕
縛
・
処
刑
さ
れ
る
★
⑥
七
一
五
年
キ
ュ
ジ
コ
ス
府
主
教
ゲ
ル
マ
ノ
ス
の
総
主
教
就
任
の
承
認
に
元
老
院
も
加
わ
る
三
八
四
頁
⑦
七
一
六
年
○
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
が
退
位
に
つ
い
て
総
主
教
や
元
老
院
と
相
談
す
る
三
九
〇
頁
⑧
七
一
八
／
九
年
○
レ
オ
ン
三
世
の
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
（
五
世
）
の
洗
礼
に
際
し
四
〇
〇
頁
「
テ
マ
と
元
老
院
の
指
導
者
た
ち
」
が
立
ち
会
う
★
⑨
七
七
六
年
○
レ
オ
ン
四
世
と
そ
の
息
子
の
子
孫
の
み
を
皇
帝
と
す
る
宣
誓
に
元
老
院
も
参
加
す
る
四
四
九
頁
（
テ
マ
将
兵
の
首
都
集
結
と
要
求
。
他
の
宣
誓
者
に
タ
グ
マ
、
全
市
民
、
職
人
）
★
⑩
七
八
四
年
総
主
教
の
後
継
者
選
定
の
た
め
エ
イ
レ
ネ
は
元
老
院
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
招
集
す
る
四
五
七
頁
⑪
八
一
一
年
○
ミ
カ
エ
ル
一
世
ラ
ン
ガ
ベ
の
皇
帝
擁
立
に
タ
グ
マ
と
全
元
老
院
が
動
く
四
九
二
頁
○
十
月
二
日
ミ
カ
エ
ル
一
世
の
即
位
に
全
元
老
院
も
立
ち
会
う
四
九
三
頁
（
他
に
パ
ト
リ
キ
オ
ス
、
高
位
聖
職
者
、
司
祭
、
修
道
士
、
貧
民
、
市
民
た
ち
）
〈
○
は
政
権
へ
の
何
ら
か
の
関
与
が
、
★
は
軍
団
と
し
て
の
テ
マ
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
示
す
〉
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
四
②
六
〇
二
年
、
反
乱
軍
を
率
い
て
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
攻
め
の
ぼ
っ
た
軍
人
フ
ォ
ー
カ
ス
は
、
前
帝
マ
ウ
リ
キ
オ
ス
（
在
位
五
八
二
│
六
〇
二
年
）
の
廃
位
を
受
け
て
、
元
老
院
・
総
主
教
を
首
都
郊
外
の
ヘ
ブ
ド
モ
ン
練
兵
場
に
呼
び
出
し
た
。
こ
れ
は
、
即
位
式
を
実
施
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
式
典
の
会
場
が
首
都
内
の
馬
車
競
技
場
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
で
は
な
く
、
ヘ
ブ
ド
モ
ン
で
開
催
さ
れ
る
の
は
五
世
紀
の
ゼ
ノ
ン
帝
以
来
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
皇
帝
の
正
式
な
即
位
に
際
し
て
は
、
軍
隊
だ
け
で
な
く
、
元
老
院
を
は
じ
め
と
す
る
首
都
の
人
々
が
こ
れ
を
歓
呼
す
る
と
い
う
慣
例
は
守
ら
れ
た
⑾
。
そ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
帝
の
治
世
（
六
〇
二
│
一
〇
年
）
は
陰
謀
や
外
敵
の
侵
入
が
多
発
化
し
、
恐
怖
と
混
乱
を
も
た
ら
し
た
⑿
。
例
え
ば
、
廃
位
さ
れ
た
マ
ウ
リ
キ
オ
ス
帝
の
皇
妃
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ナ
が
フ
ォ
ー
カ
ス
帝
を
排
除
す
る
陰
謀
を
画
策
し
た
と
し
て
処
刑
さ
れ
、
こ
れ
に
彼
女
の
三
人
の
娘
や
多
く
の
元
老
院
議
員
が
連
座
し
た
⒀
。
③
そ
こ
で
元
老
院
は
、
カ
ル
タ
ゴ
総
督
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
に
密
書
を
送
っ
て
支
援
を
要
請
し
た
。
そ
の
書
面
の
差
出
人
は
皇
帝
の
娘
コ
メ
ス
婿
で
、
本
来
は
後
継
候
補
者
で
あ
る
親
衛
隊
エ
ク
ス
ク
ビ
ト
ル
の
司
令
官
プ
リ
ス
コ
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
⒁
。
や
が
て
総
督
の
息
子
で
同
名
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
が
都
に
攻
め
の
ぼ
り
、
帝
位
が
ふ
た
た
び
簒
奪
さ
れ
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
は
大
宮
デ
ー
モ
ス
殿
内
の
礼
拝
堂
で
総
主
教
セ
ル
ギ
オ
ス
に
よ
っ
て
戴
冠
さ
れ
、
聖
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
で
元
老
院
と
緑
・
青
の
両
サ
ー
カ
ス
党
派
そ
し
て
民
衆
か
ら
歓
呼
を
受
け
た
⒂
。
と
も
か
く
、
こ
の
六
一
〇
年
の
政
変
の
黒
幕
に
首
都
の
元
老
院
関
係
者
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
④
六
四
一
年
一
月
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
の
死
去
に
と
も
な
い
、
息
子
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
三
世
と
ヘ
ラ
ク
ロ
ナ
ス
が
即
位
し
た
が
、
間
も
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
が
病
死
し
、
実
権
は
少
年
ヘ
ラ
ク
ロ
ナ
ス
を
擁
す
る
皇
后
マ
ル
テ
ィ
ナ
に
移
る
か
に
み
え
た
。
け
れ
ど
も
、
元
老
院
は
ヘ
ラ
ク
ロ
ナ
ス
と
マ
ル
テ
ィ
ナ
の
母
子
を
承
認
せ
ず
、
彼
ら
を
失
脚
さ
せ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
三
世
の
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
を
擁
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
単
独
で
の
統
治
を
開
始
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
（
在
位
六
四
一
│
六
八
年
）
は
、
い
ま
だ
十
歳
ほ
ど
の
年
齢
で
あ
っ
た
が
、
年
代
記
は
新
皇
帝
が
元
老
院
へ
の
賛
辞
演
説
を
し
、
多
く
の
贈
り
物
で
名
誉
を
与
え
た
と
伝
え
て
い
る
⒃
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
五
幼
少
の
皇
帝
の
演
説
は
元
老
院
に
よ
る
演
出
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
の
後
継
者
争
い
の
過
程
で
は
、
元
老
院
の
他
に
首
都
の
民
衆
や
、
そ
の
近
郊
に
陣
取
る
バ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
将
軍
率
い
る
軍
隊
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
最
終
的
に
こ
の
将
軍
は
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
に
反
乱
を
起
こ
し
、
鎮
圧
・
殺
害
さ
れ
た
⒄
。
⑤
六
六
八
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
が
遠
征
先
の
シ
チ
リ
ア
島
で
殺
害
さ
れ
、
新
た
に
長
男
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
（
在
位
六
テ
マ
六
八
年
│
八
五
年
）
が
帝
位
を
継
承
し
た
。『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
で
は
、
そ
の
直
後
に
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
軍
団
が
首
都
対
岸
の
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
に
到
来
し
、
皇
帝
に
対
し
て
弟
二
人
と
の
共
同
統
治
を
要
請
し
た
と
い
う
。
将
兵
ら
に
対
し
て
交
渉
に
応
じ
た
の
は
、
パ
ト
リ
キ
オ
ス
（
高
級
爵
位：
カ
ッ
コ
内
は
中
谷
に
よ
る
、
以
下
同
様
）
で
コ
ロ
ネ
イ
ア
出
身
の
テ
オ
ド
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
テ
オ
ド
ロ
ス
は
彼
ら
に
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
首
都
で
元
老
院
と
相
談
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
、
指
導
者
た
ち
を
町
に
引
き
入
れ
た
。
し
か
し
皇
帝
は
ガ
ラ
タ
地
区
に
到
来
し
た
指
導
者
た
ち
を
捕
ら
え
て
絞
首
刑
に
処
し
た
と
い
う
。
結
局
、
失
意
の
う
ち
に
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
将
兵
た
ち
は
故
郷
に
戻
り
、
皇
帝
は
彼
の
弟
た
ち
の
鼻
を
削
い
だ
⒅
。
以
上
七
世
紀
の
出
来
事
か
ら
は
、
元
老
院
が
従
来
ど
お
り
の
国
制
上
の
権
能
を
保
持
し
て
お
り
②
③
⑤
、
さ
ら
に
は
皇
帝
位
の
す
げ
か
え
に
成
功
し
た
事
例
も
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
④
。
現
職
皇
帝
を
そ
の
地
位
か
ら
ひ
き
ず
り
降
ろ
す
と
い
う
事
態
は
、
も
し
も
本
当
に
元
老
院
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
帝
国
史
上
で
も
異
例
で
あ
る
⒆
。
⑥
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
七
一
四
／
五
年
の
条
に
よ
る
と
、
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
（
在
位
七
一
三
│
五
年
）
は
キ
ュ
ジ
コ
ス
府
主
教
ゲ
ル
マ
ノ
ス
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
へ
と
異
動
さ
せ
た
。
さ
ら
に
年
代
記
は
こ
の
措
置
は
ロ
ー
マ
教
皇
の
特
使
を
含
む
多
く
の
聖
職
者
た
ち
に
加
え
て
、「
聖
な
る
元
老
院
と
神
に
守
護
さ
れ
た
こ
の
帝
都
の
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
人
々
の
選
択
と
賛
同
」
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
⒇
。
こ
の
よ
う
な
首
都
の
諸
勢
力
の
賛
成
や
宣
誓
を
と
も
な
う
決
定
と
い
う
形
式
は
、
こ
の
時
期
に
何
度
か
確
認
で
き
る
。
皇
帝
の
即
位
に
関
し
て
の
も
の
（
以
下
に
紹
介
す
る
⑨
や
七
九
一
年
の
皇
母
エ
イ
レ
ネ
に
よ
る
も
の
21
）
以
外
で
は
、
た
と
え
ば
、
六
八
七
年
に
皇
帝
ユ
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
六
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
（
在
位
六
八
五
│
九
五
年
）
が
教
皇
に
送
付
し
た
書
簡
に
お
い
て
、
六
八
〇
年
の
公
会
議
の
決
定
を
承
認
す
る
人
物
や
団
体
が
登
場
す
る
し
22
、
七
六
五
年
に
は
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
（
在
位
七
四
一
│
七
五
年
）
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
イ
コ
ン
排
斥
の
誓
い
を
要
求
し
て
い
る
23
。
ま
た
、
総
主
教
の
選
出
に
関
係
し
て
元
老
院
議
員
が
登
場
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
や
は
り
エ
イ
レ
ネ
摂
政
期
の
記
述
⑩
が
あ
る
。
七
八
四
年
に
総
主
教
の
パ
ウ
ロ
ス
が
重
篤
な
病
の
た
め
引
退
を
表
明
す
る
と
、
エ
イ
レ
ネ
は
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
（
在
位
七
八
〇
│
九
七
年
）
と
と
も
に
彼
を
見
舞
い
、
さ
ら
に
そ
の
場
に
「
パ
ト
リ
キ
オ
ス
た
ち
と
元
老
院
の
主
要
メ
ン
バ
ー
」
を
集
め
た
。
死
の
淵
に
あ
っ
た
総
主
教
は
公
会
議
を
開
催
し
て
イ
コ
ン
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
に
要
請
す
る
。
そ
の
後
、
エ
イ
レ
ネ
は
マ
グ
ナ
ウ
ラ
宮
に
全
市
民
を
集
め
て
演
説
し
、
人
々
か
ら
は
後
任
の
総
主
教
に
帝
国
書
記
官
の
タ
ラ
シ
オ
ス
が
一
致
し
て
推
薦
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
へ
て
七
八
四
年
十
二
月
二
五
日
に
タ
ラ
シ
オ
ス
が
総
主
教
に
選
出
さ
れ
、
イ
コ
ン
復
活
の
た
め
の
公
会
議
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
あ
る
24
。
⑦
さ
て
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
政
権
交
代
が
何
度
も
く
り
か
え
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
終
段
階
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
テ
マ
世
（
在
位
七
一
五
│
一
七
年
）
の
統
治
に
反
抗
す
る
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
将
軍
（
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
）
レ
オ
ン
（
後
の
三
世
）
は
、
首
都
へ
向
か
っ
て
進
軍
し
た
。
レ
オ
ン
の
軍
勢
は
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア
付
近
に
お
い
て
「
皇
帝
の
息
子
と
そ
の
全
側
近
お
よ
び
宮
廷
の
高
官
た
ち
」
を
捕
虜
に
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
側
の
陸
海
軍
が
小
ア
ジ
ア
で
越
冬
し
て
翌
年
の
首
都
攻
撃
を
準
備
す
る
な
か
、
レ
オ
ン
は
首
都
対
岸
の
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
に
到
着
す
る
。
皇
帝
テ
オ
ド
シ
オ
ス
は
総
主
教
ゲ
ル
マ
ノ
ス
と
元
老
院
と
相
談
し
、「
総
主
教
を
通
じ
て
、
彼
が
害
さ
れ
な
い
こ
と
と
教
会
が
乱
さ
れ
な
い
こ
と
の
宣
誓
を
レ
オ
ン
か
ら
受
け
て
」
退
位
し
た
25
。
こ
こ
に
ふ
た
た
び
皇
帝
の
改
廃
に
関
係
し
て
元
老
院
が
登
場
す
る
。
総
主
教
の
ゲ
ル
マ
ノ
ス
も
協
議
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な
話
し
合
い
、
な
い
し
皇
帝
へ
の
退
位
勧
告
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
関
わ
っ
た
の
は
元
老
院
議
員
全
員
で
は
な
く
、
そ
の
代
表＝
政
府
要
人
た
ち
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
⑧
レ
オ
ン
三
世
（
在
位
七
一
七
│
四
一
年
）
の
即
位
と
首
都
包
囲
戦
の
記
述
に
続
い
て
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
は
、
新
皇
帝
に
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
七
長
男
が
誕
生
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
後
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
で
あ
る
が
、
総
主
教
ゲ
ル
マ
ノ
ス
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
テ
マ
ノ
ス
洗
礼
に
際
し
て
、
幼
児
を
「
テ
マ
タ
（
軍
団
の
複
数
形
）
と
元
老
院
の
傑
出
し
た
人
々
が
受
け
入
れ
た
」
と
あ
る
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
の
共
同
皇
帝
へ
の
就
任
は
七
二
〇
年
26
）。
そ
の
後
、
元
老
院
へ
の
言
及
は
半
世
紀
以
上
と
だ
え
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
史
料
の
残
存
状
況
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
七
四
一
年
に
勃
発
し
た
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
反
乱
に
際
し
て
は
、
首
都
で
の
彼
の
即
位
や
そ
の
後
の
首
都
争
奪
戦
が
あ
り
、
史
料
も
比
較
的
詳
し
く
事
情
を
語
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
主
教
を
除
く
と
そ
こ
に
元
老
院
や
首
都
要
人
は
一
切
登
場
し
な
い
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
と
も
か
く
、
次
に
元
老
院
が
登
場
す
る
の
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
の
長
男
レ
オ
ン
四
世
（
在
位
七
七
五
│
八
〇
年
）
が
単
独
統
治
者
と
な
っ
た
直
後
の
七
七
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
テ
マ
タ
グ
マ
ア
ル
コ
ン
⑨
レ
オ
ン
四
世
は
「
属
州
軍
と
近
衛
連
隊
の
兵
士
を
増
強
し
た
」（
読
み
方
に
は
諸
説
が
あ
る
）。
こ
の
こ
と
は
テ
マ
の
将
校
た
ち
を
奮
起
さ
せ
、
彼
ら
は
多
く
の
兵
士
た
ち
と
と
も
に
全
員
が
町
に
入
り
、
レ
オ
ン
に
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
（
六
世
）
を
皇
帝
位
に
つ
け
る
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
彼
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
こ
れ
は
私
の
一
人
息
子
だ
。
お
前
た
ち
の
も
と
め
る
と
お
り
に
息
子
を
共
同
皇
帝
に
す
る
こ
と
を
私
が
お
そ
れ
る
の
は
、
私
の
身
に
人
間
の
定
め
で
あ
る
死
が
お
と
ず
れ
て
、
も
し
お
前
た
ち
が
、
残
さ
れ
た
幼
い
わ
が
息
子
を
あ
や
め
、
他
の
者
を
皇
帝
に
し
た
な
ら
、
と
心
配
す
る
か
ら
だ
」（
渡
辺
金
一
訳
）。
し
か
し
、
彼
ら
は
レ
オ
ン
に
対
し
、
彼
の
息
子
以
外
の
だ
れ
も
皇
帝
に
は
し
な
い
と
保
証
す
る
と
約
束
し
た
。
人
々
が
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
に
集
ま
り
、
こ
の
こ
と
を
枝
の
主
日
（
復
活
祭
前
の
最
後
の
日
曜
日
）
か
ら
木
曜
日
ま
で
要
求
し
た
の
で
、
皇
帝
は
す
べ
て
の
者
に
そ
の
こ
と
を
十
字
架
に
か
け
て
宣
誓
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
こ
で
「
テ
マ
、
元
老
院
、
内
な
る
タ
グ
マ
、
全
市
民
、
そ
し
て
職
人
た
ち
は
、
レ
オ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
、
そ
し
て
彼
ら
の
タ
ネ
以
外
の
誰
も
皇
帝
と
し
て
受
け
入
れ
な
い
と
、
尊
く
命
を
与
え
る
木
に
か
け
て
誓
っ
た
」27
。
私
見
で
あ
る
が
、
テ
マ
将
兵
の
上
京
と
皇
帝
へ
の
要
求
と
い
う
事
態
は
、
皇
帝
側
の
明
ら
か
な
「
や
ら
せ
」
で
あ
ろ
う
。
年
代
記
は
復
活
祭
当
日
の
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
で
の
若
い
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
の
戴
冠
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
は
レ
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
八
オ
ン
四
世
の
異
母
兄
弟
た
ち
に
よ
る
陰
謀
発
覚
と
処
罰
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
で
っ
ち
あ
げ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
か
く
、
ま
た
し
て
も
皇
帝
の
後
継
者
問
題
に
関
係
し
て
元
老
院
と
と
も
に
テ
マ
の
将
兵
が
登
場
し
た
。
⑪
八
一
一
年
九
月
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
遠
征
中
に
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
が
戦
死
し
、
息
子
で
共
同
皇
帝
の
ス
タ
ウ
ラ
キ
オ
ス
も
重
傷
を
負
っ
て
首
都
に
帰
還
し
た
。
ド
メ
ス
テ
イ
コ
ス
十
月
一
日
夕
刻
の
謁
見
後
、
皇
帝
を
み
か
ぎ
る
こ
と
を
決
意
し
た
ス
コ
ラ
イ
連
隊
長
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
は
「
夜
を
通
し
て
生
き
残
っ
て
い
タ
グ
マ
る
近
衛
連
隊
の
兵
士
た
ち
と
味
方
の
将
校
た
ち
を
屋
根
付
き
の
競
技
場
に
集
め
て
、
ミ
カ
エ
ル
（
一
世
ラ
ン
ガ
ベ：
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
娘
婿
）
を
皇
帝
に
歓
呼
さ
せ
た
。
夜
明
け
に
は
全
元
老
院
が
宮
殿
に
赴
い
て
ミ
カ
エ
ル
を
皇
帝
と
歓
呼
し
た
」。
す
な
わ
ち
、「
敬
虔
な
る
ク
ロ
パ
ラ
テ
ス
（
皇
族
の
爵
位
）
の
ミ
カ
エ
ル
が
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
で
ロ
ー
マ
人
の
皇
帝
に
全
元
老
院
と
タ
グ
マ
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
。
ミ
カ
エ
ル
の
歓
呼
を
聞
い
て
、
ス
タ
ウ
ラ
キ
オ
ス
は
た
だ
ち
に
み
ず
か
ら
剃
髪
し
、
親
戚
の
修
道
士
シ
メ
オ
ン
を
通
じ
て
修
道
服
を
ま
と
っ
た
」。
こ
の
後
、
新
帝
ミ
カ
エ
ル
一
世
（
在
位
八
一
一
│
三
年
）
は
聖
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
の
説
教
壇
で
総
主
教
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
（
戦
死
し
た
皇
帝
と
は
別
人
）
に
よ
っ
て
加
冠
さ
れ
、
聖
職
者
た
ち
に
金
銭
を
贈
与
し
た
。
さ
ら
に
ミ
カ
エ
ル
帝
は
妻
を
ア
ウ
グ
ス
タ
に
戴
冠
さ
せ
、
元
老
院
に
贈
り
物
を
な
し
た
。
同
様
に
皇
帝
は
遠
征
で
テ
マ
兵
士
で
あ
る
夫
を
失
っ
た
未
亡
人
た
ち
に
も
弔
慰
金
を
渡
し
た
上
に
、「
全
テ
マ
て
の
パ
ト
リ
キ
オ
ス
、
元
老
院
議
員
、
高
位
聖
職
者
や
司
祭
、
修
道
士
、
兵
士
、
そ
し
て
貧
民
を
、
帝
都
と
と
も
に
属
州
に
お
い
て
も
人
々
を
豊
か
に
し
た
」
と
い
う
28
。
テ
マ
以
上
の
記
事
で
は
、
ま
ず
新
帝
ミ
カ
エ
ル
は
軍
隊
に
よ
っ
て
歓
呼
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
属
州
軍
で
は
な
く
首
都
付
近
に
駐
留
す
る
タ
グ
マ
近
衛
連
隊
の
連
隊
長
と
将
兵
が
関
与
し
て
い
た
。
年
代
記
の
記
述
の
後
半
部
分
で
は
、
税
務
長
官
出
身
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
吝
嗇
に
対
比
し
て
、
新
皇
帝
の
気
前
の
良
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
史
料
に
登
場
す
る
テ
マ
は
、
戦
死
し
た
兵
士
と
の
関
係
お
よ
び
首
都
と
対
を
な
す
地
方＝
「
属
州
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
九
三ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
の
『
簡
略
歴
史
』
と
元
老
院
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
と
な
ら
ぶ
重
要
史
料
、
総
主
教
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
『
簡
略
歴
史
』（
六
〇
二
│
七
六
九
年
を
扱
う：
注
⒄
参
照
）
に
お
い
て
は
、
元
老
院
へ
の
言
及
は
わ
ず
か
に
四
回
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
お
く
。
（
ａ
）
六
一
〇
年
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
即
位
時
。「
つ
い
に
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
は
元
老
院
と
デ
ー
モ
ス
29
に
よ
っ
て
皇
帝
と
宣
言
さ
れ
、
主
教
（＝
総
主
教
セ
ル
ギ
オ
ス
）
に
よ
っ
て
帝
冠
を
授
け
ら
れ
た
」（ch
.2.l.7
）。
（
ｂ
）
同
じ
く
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
治
世
。
皇
帝
は
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
三
世
を
洗
礼
さ
せ
、「
元
老
院
の
全
て
の
者
た
ち
と
町
に
残
っ
て
い
る
人
々
を
主
教
セ
ル
ギ
オ
ス
と
と
も
に
集
め
」、
彼
ら
に
証
人
を
と
な
る
よ
う
求
め
た
（ch
.2.l.33
）。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
全
元
老
院
議
員
と
首
都
の
人
々
は
、
先
に
述
べ
た
七
一
八
年
頃
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
（
五
世
）
の
洗
礼
の
ケ
ー
ス
⑧
（
テ
マ
と
元
老
院
の
傑
出
し
た
人
々
）
と
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
ｃ
）
八
世
紀
初
頭
に
帝
位
に
返
り
咲
い
た
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
（
再
統
治：
七
〇
五
│
一
一
年
）
は
、
ケ
ル
ソ
ン
へ
の
懲
罰
遠
征
を
準
備
し
た
。
出
征
し
た
兵
士
た
ち
は
、「
農
民
や
職
人
た
ち
、
そ
し
て
元
老
院
や
町
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
の
デ
ー
モ
ス
か
ら
も
」
徴
募
さ
れ
た
と
い
う
30
（ch
.45.l.6
）。
（
ｄ
）
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
か
ら
帝
位
を
奪
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス＝
バ
ル
ダ
ネ
ス
（
在
位
七
一
一
│
三
年
）
の
支
持
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
当
時
、
都
市
の
司
祭
長
（＝
総
主
教
）
の
ヨ
ハ
ネ
ス
と
キ
ュ
ジ
コ
ス
府
主
教
の
ゲ
ル
マ
ノ
ス
、
そ
し
て
他
の
司
祭
た
ち
と
多
く
の
元
老
院
議
員
た
ち
で
あ
る
」（ch
.46.l.7
）。
以
上
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
あ
ま
り
コ
メ
ン
ト
が
で
き
る
ほ
ど
の
情
報
量
で
は
な
い
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
〇
四コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
元
老
院
の
動
向
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
や
『
簡
略
歴
史
』
か
ら
の
情
報
は
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
傾
向
を
ひ
き
だ
す
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
印
象
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
点
を
確
認
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。
ま
ず
、
七
世
紀
中
頃
ま
で
、
元
老
院
は
帝
国
の
政
治
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
六
四
一
年
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
死
後
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
争
い
に
お
い
て
は
、
彼
ら
は
最
終
勝
利
者
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
当
時
の
元
老
院
の
役
割
を
高
く
評
価
す
る
研
究
者
た
ち
も
い
る
31
。
た
だ
し
、
史
料
で
の
言
及
例
の
大
半
で
は
元
老
院
は
全
体
と
し
て
、
つ
ま
り
集
団
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
役
割
と
し
て
は
、
団
体
と
し
て
一
致
す
る
と
い
う
形
式
が
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
の
実
権
は
、
か
ぎ
ら
れ
た
少
数
の
政
治
家
た
ち
が
掌
握
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
史
料
か
ら
そ
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
以
上
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
か
ら
帝
位
を
う
け
つ
い
だ
子
孫
た
ち
の
治
世
が
い
ず
れ
も
若
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
は
即
位
当
時
十
歳
ほ
ど
で
あ
り
、
さ
ら
に
成
人
後
十
年
ほ
ど
た
っ
た
六
六
一
年
に
は
西
方
に
長
期
遠
征
し
て
、
六
六
八
年
に
シ
ラ
ク
サ
で
暗
殺
さ
れ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
を
つ
い
だ
長
男
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
は
、
帝
位
継
承
時
は
十
八
歳
ほ
ど
の
若
者
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
る
五
年
に
お
よ
ぶ
首
都
封
鎖
を
へ
て
、
六
八
五
年
に
皇
帝
は
死
去
す
る
が
、
い
ま
だ
三
十
代
な
か
ば
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
彼
の
長
男
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
も
十
七
歳
ほ
ど
で
政
権
を
ゆ
ず
り
う
け
、
そ
の
十
年
後
に
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
政
権
を
追
わ
れ
た
。
少
な
く
と
も
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
の
最
初
の
十
年
、
皇
帝
が
西
方
へ
移
動
し
た
あ
と
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
が
成
人
す
る
ま
で
の
約
十
年
、
そ
し
て
孫
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
の
治
世
の
最
初
期
、
こ
れ
ら
七
世
紀
の
中
盤
か
ら
後
半
の
五
十
年
間
の
約
半
分
は
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
一
皇
帝
専
制
と
い
う
の
は
名
目
に
す
ぎ
ず
、
実
際
の
政
務
は
、
政
府
中
枢
の
実
力
者
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
が
妻
子
た
ち
を
西
方
遠
征
に
随
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、
侍
従
（
ク
ビ
ク
ラ
リ
オ
ス
）
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
と
パ
ト
リ
キ
オ
ス
で
あ
る
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
が
こ
れ
を
阻
止
し
た
と
い
う
32
。
そ
し
て
、
五
年
以
上
に
お
よ
ぶ
皇
帝
不
在
中
、
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
軍
団
の
将
軍
（
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
）
の
サ
ボ
リ
オ
ス
が
反
乱
を
起
こ
し
、
使
者
を
カ
リ
フ
、
ム
ア
ー
ウ
ィ
ア
の
も
と
に
派
遣
し
て
支
援
を
求
め
た
。
こ
の
と
き
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
側
を
代
表
し
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
お
も
む
い
て
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
、
上
記
の
侍
従
ア
ン
ド
レ
ア
ス
で
あ
っ
た
33
。
さ
ら
に
元
老
院
へ
の
言
及
が
あ
る
〈
表
１
〉
⑤
の
事
件
、
首
都
に
せ
ま
る
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
将
兵
と
の
交
渉
役
を
つ
と
め
た
の
も
、
前
述
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
も
し
も
、
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
が
一
部
の
研
究
者
が
想
定
す
る
六
八
一
年
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
の
全
地
公
会
議
の
議
事
録
に
政
府
閣
僚
の
第
コ
メ
ス
二
位
に
署
名
を
残
す
、
パ
ト
リ
キ
オ
ス
で
オ
プ
シ
キ
オ
ン
軍
団
の
司
令
官
に
し
て
ト
ラ
キ
ア
の
将
軍
（h
ypostrategos
）
の
テ
オ
ド
ロ
ス
と
は
、
こ
の
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
34
。
残
念
な
が
ら
、
史
料
か
ら
の
情
報
は
乏
し
く
、
侍
従
ア
ン
ド
レ
ア
ス
や
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
の
よ
う
な
具
体
的
に
政
務
を
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
要
人
を
ほ
か
に
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
年
若
い
皇
帝
を
支
え
、
元
老
院
を
構
成
す
る
重
臣
た
ち
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
乱
暴
な
推
測
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
、〈
表
１
〉
の
デ
ー
タ
の
時
期
分
布
に
お
い
て
注
目
し
た
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
レ
オ
ン
三
世
の
即
位
前
後
か
ら
レ
オ
ン
四
世
の
即
位
直
後
ま
で
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
元
老
院
へ
の
言
及
が
途
絶
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
七
世
紀
の
後
半
に
は
若
い
皇
帝
の
治
世
が
続
い
た
が
、
八
世
紀
の
場
合
に
は
成
人
と
し
て
帝
位
を
継
承
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
が
三
十
年
を
越
え
る
長
期
政
権
を
維
持
し
た
後
に
、
七
世
紀
と
同
じ
く
若
い
政
権
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
七
七
五
年
に
レ
オ
ン
四
世
が
二
五
歳
で
即
位
し
五
年
後
に
死
去
、
十
歳
ほ
ど
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
が
即
位
し
た
。
十
年
間
に
わ
た
る
母
親
エ
イ
レ
ネ
の
摂
政
期
を
へ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
は
親
政
を
開
始
す
る
が
、
三
十
歳
を
待
た
ず
に
彼
は
失
脚
し
た
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
二
け
れ
ど
も
、
八
世
紀
の
レ
オ
ン
三
世
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
・
レ
オ
ン
四
世
の
三
代
に
お
い
て
は
、
元
老
院
議
員
ク
ラ
ス
の
中
央
政
府
の
要
人
の
活
躍
は
史
料
か
ら
読
み
と
れ
な
い
。
し
か
も
、
⑧
や
⑨
の
新
皇
帝
の
後
継
者
指
名
に
関
係
す
る
出
来
事
に
は
、
元
老
院
に
加
え
て
、
そ
し
て
元
老
院
よ
り
も
先
に
テ
マ
の
要
人
や
将
兵
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
テ
マ
に
関
し
て
い
え
ば
、
元
老
院
と
と
も
に
テ
マ
が
登
場
す
る
の
は
上
記
の
も
の
二
度
だ
け
で
あ
る
が
、
別
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
35
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
お
い
て
は
、
テ
マ
軍
団
や
そ
の
将
軍
た
ち
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に
皇
帝
の
交
代
時
期
に
史
料
に
登
場
す
る
。
以
上
二
つ
の
注
目
点
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
あ
ま
り
確
か
な
こ
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
。
で
は
あ
る
の
だ
が
、
レ
オ
ン
三
世
か
ら
レ
オ
ン
四
世
に
か
け
て
の
半
世
紀
間
の
元
老
院
へ
の
言
及
の
一
時
的
消
滅
と
テ
マ
軍
団
の
前
面
へ
の
登
場
と
い
う
事
実
は
、
八
世
紀
に
お
け
る
テ
マ
軍
団
の
優
位
と
い
う
実
態
を
支
持
す
る
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
筆
者
は
、
八
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
イ
サ
ウ
リ
ア
王
朝
期
に
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
諸
軍
団
が
政
権
を
下
支
え
し
て
い
た
、
と
い
う
「
テ
マ
連
合
政
権
」
説
を
主
張
し
て
き
た
が
、
本
論
で
の
分
析
は
こ
の
仮
説
に
大
き
く
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
一
方
、
七
八
〇
年
以
降
、
エ
イ
レ
ネ
が
政
務
を
担
当
し
た
時
期
か
ら
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
治
世
に
お
い
て
は
、
小
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
テ
マ
の
勢
力
に
対
し
て
、
中
央
政
府
の
側
か
ら
の
巻
き
返
し
が
あ
っ
た
と
い
う
筆
者
の
も
う
一
つ
の
仮
説
と
も
明
白
な
矛
盾
は
見
ら
れ
な
い
36
。
実
際
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
帝
を
継
い
だ
ミ
カ
エ
ル
一
世
ラ
ン
ガ
ベ
の
即
位
時
に
は
、
擁
立
に
か
か
わ
っ
た
軍
事
力
は
テ
マ
で
は
な
く
近
衛
連
隊
の
タ
グ
マ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
ミ
カ
エ
ル
を
皇
帝
と
し
て
歓
呼
し
た
人
々
の
列
に
テ
マ
の
将
兵
は
登
場
し
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
三
おわ
り
に
英
国
の
著
名
な
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
Ｍ
・
ア
ン
ゴ
ー
ル
ド
は
、
最
近
発
表
し
た
論
考
に
お
い
て
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
国
家
的
な
危
機
に
お
け
る
帝
国
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
テ
マ
を
中
心
と
し
た
属
州
の
軍
隊
の
重
要
性
に
言
及
し
つ
つ
も
、
彼
が
こ
の
論
文
で
注
目
し
た
の
は
首
都
の
勢
力
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
首
都
の
三
つ
の
要
素
の
関
係
に
依
存
し
て
い
た
、
と
ア
ン
ゴ
ー
ル
ド
は
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
の
中
心
に
あ
る
皇
帝
一
族
と
首
都
の
元
老
院
、
そ
し
て
総
主
教
を
中
心
と
し
た
教
会
勢
力
で
あ
る
37
。
ア
ン
ゴ
ー
ル
ド
は
、
元
老
院
と
し
て
総
括
し
て
呼
ば
れ
る
人
々
を
、
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
政
治
エ
リ
ー
ト
と
み
な
し
、
乏
し
い
史
料
記
述
の
な
か
か
ら
具
体
的
な
事
件
や
人
物
を
拾
い
あ
げ
て
、
彼
ら
の
皇
帝
や
総
主
教
と
の
関
係
を
あ
と
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
本
稿
は
、
ア
ン
ゴ
ー
ル
ド
と
は
手
法
を
異
に
し
て
、
二
世
紀
以
上
に
わ
た
る
時
間
枠
の
な
か
で
、
元
老
院
と
い
う
団
体
の
動
向
の
み
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
察
し
た
。
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
は
、
い
ま
だ
印
象
な
い
し
傾
向
と
い
っ
た
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
ア
ン
ゴ
ー
ル
ド
が
指
摘
す
る
よ
う
な
視
点
に
た
っ
て
、
首
都
の
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
役
割
│
│
本
稿
で
は
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
と
宦
官
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の
二
名
に
言
及
し
た
の
み
で
あ
る
│
│
や
、
第
二
章
の
記
述
に
お
い
て
た
び
た
び
姿
を
見
せ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
動
向
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注⑴
B
u
ry,J.B
.,
T
h
e
C
on
stitu
tion
of
th
e
L
ater
R
om
an
E
m
pire,
C
am
bridge/
N
ew
Y
ork/
P
u
tn
am
,
1910,
pp.1−49.;
D
ieh
l,
C
h
.,
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
四
L
e
S
én
at
et
le
P
eu
ple
B
yzan
tin
au
x
V
II
e
et
V
III
e
siècles,
B
yzan
tion
1,
1924,pp.201−213.
⑵
拙
稿
「
テ
マ
反
乱
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
│
「
テ
マ＝
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
│
」（『
西
洋
史
学
』
一
四
四
号
、
一
九
八
七
年
、
二
二
│
四
〇
頁
）
か
ら
「
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
を
め
ぐ
る
考
察
│
七
世
紀
後
半
│
八
世
紀
初
頭
を
中
心
に
│
」（『
史
林
』
九
四
│
四
、
二
〇
一
一
年
、
七
一
│
八
八
頁
）
ま
で
。
⑶
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
前
半
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
史
料
状
況
の
劣
悪
さ
に
つ
い
て
は
、A
u
zépy,
M
.-F
.,
S
tate
of
E
m
ergen
cy
（700−
850
）,in
S
h
epard.
J.
（ed.
）,C
am
brid
ge
H
istory
of
th
e
B
yzan
tin
e
E
m
pire
c.500−1492,
C
am
bridge,
2008,pp.251−255
。
⑷
南
川
高
志
『
ロ
ー
マ
皇
帝
と
そ
の
時
代
元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
政
治
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
五
年
）。
⑸
井
上
文
則
『
軍
人
皇
帝
時
代
の
研
究
ロ
ー
マ
帝
国
の
変
容
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
⑹
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
お
け
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
元
老
院
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
Ｆ
・
テ
ィ
ン
ネ
フ
ェ
ル
ト
『
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
│
構
造
・
矛
盾
・
緊
張
│
』（
弓
削
達
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
第
二
章
を
参
照
。cf.
T
in
n
efeld,
F
.,
D
ie
frü
h
byzan
tin
isch
e
G
esellsch
aft:
S
tru
ktu
r−
G
egen
sätze−
S
pan
n
u
n
gen
,
M
ü
n
ch
en
,
1977.
⑺
B
eck,
H
.-G
.,
S
en
at
u
n
d
V
olk
von
K
on
stan
tin
opel,
P
roblem
e
der
byzan
tin
sch
en
V
erfassu
n
gsgesch
ich
ite,
B
ayerisch
e
A
kad
em
ie
d
er
W
issen
sch
aften
,
ph
il.
-h
istor.
K
lasse,
S
itzu
n
gsberich
te,
H
eft
6,
1974,
S
.3−75.
こ
の
ベ
ッ
ク
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
金
一
氏
が
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
千
年
│
革
命
劇
場
│
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
）
に
お
い
て
く
わ
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
儀
式
と
し
て
は
そ
の
後
、
舞
台
は
近
く
の
聖
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
へ
と
移
り
、
新
皇
帝
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
よ
っ
て
加
冠
さ
れ
、
正
統
信
仰
を
宣
誓
す
る
。
⑻
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」『
関
西
学
院
史
学
』
三
八
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
│
二
七
頁
。
⑼
B
oor,C
.de
（ed.
）,T
h
eoph
an
is
C
h
ron
ograph
ia,
vol.1,
1883,
L
eipzig
（
以
下T
h
eopph
an
es
と
略
記
）、pp.347,
351,352,
360.
cf.M
an
go,C
.&
R
.S
cott
（eds.
）,T
h
e
C
h
ron
icle
of
T
h
eoph
an
es
C
on
fessor
:
B
yzan
tin
e
an
d
N
ear
E
astern
H
istory,
A
D
284
−
813,
O
xford,
1997,
pp.485,
490,
492,
502.
な
お
、
皇
帝
位
の
継
承
や
王
朝
形
成
に
つ
い
て
は
、
ダ
グ
ロ
ン
の
次
の
研
究
が
重
要
。D
a-
gron
,
G
.,
E
m
peror
an
d
P
riest:
T
h
e
Im
perial
O
ffice
in
B
yzan
tiu
m
,
（tr.
）J.
B
irrell,
C
am
bridge,
2003.
（origin
al
edition
:
E
m
pereu
r
et
prêtre
:
E
tu
d
e
su
r
le
“césaropapism
e”
byzan
tin
,
P
aris,1996.
）
⑽
拙
稿
「
八
世
紀
後
半
の
ビ
ザ
ン
ツ
│
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
政
権
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
西
洋
史
学
』
一
七
四
号
、
一
九
九
四
年
、
三
六
│
五
三
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
宮
廷
内
で
の
陰
謀
事
件
は
、
こ
の
国
に
あ
っ
て
は
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
す
る
現
象
で
あ
っ
た
。
⑾
小
林
功
「
フ
ォ
ー
カ
ス
と
デ
ー
モ
ス
」『
古
代
文
化
』
六
二
│
三
、
二
〇
一
〇
年
、
四
四
四
│
四
五
〇
頁
。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
五
⑿C
h
arles,R
.H
.&
D
.L
itt
（tr.
）,T
h
e
C
h
ron
icle
of
J
oh
n
,
B
ish
op
of
N
ikiu
.
tran
slated
from
Z
oten
berg’s
E
th
iopic
T
ext,
L
on
-
don
,1916,rep.,M
erch
an
tville
N
J,2007,ch
s.104−105,pp.166−167.
⒀
D
in
dorf,
L
.
（ed.
）,C
h
ron
icon
P
asch
ale,
B
on
n
,
1832,
pp.696−
7,
699.
cf.
W
h
ittby,
M
ich
ael
an
d
M
ary,
（trs.
）C
h
ron
icon
P
asch
ale
284−628
A
D
.,
L
iverpool,
1989,
p.145−6
;
T
h
eoph
an
es,
pp.291−293,
295
;
B
oor,
C
.
de
（ed.
）,T
h
eoph
ylacte
d
e
S
im
ocatta,
H
istoriae,
L
iepzig,
1887,
8.
15.
1.
cf.
W
h
itby,
M
ich
ael
&
M
ary,
（trs.
）,T
h
e
H
istory
of
T
h
eoph
ylact
S
im
o-
catta,
O
xford,
1986,
p.234.
cf.
H
errin
,
J.,
T
h
e
F
orm
ation
of
C
h
risten
d
om
,
P
rin
ceton
,1987,p.188.
⒁
T
h
eoph
ylacte
d
e
S
im
ocatta,
8.15.8−
9
;
T
h
e
C
h
ron
icle
of
J
oh
n
,
ch
.
107,
12−
13
;
20,
ch
.
108.1−
12.
cf.
H
errin
,
op.
cit.,
p.189.
⒂
T
h
eoph
an
es,
p.299
;
C
h
ron
icon
P
asch
ale,
701
（
戴
冠
場
所
は
聖
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
と
な
っ
て
い
る
）;
J
oh
n
of
N
ikiu
,
ch
.
109.
25.
cf.
H
errin
,
op.
cit.,
p.191.
な
お
、「
デ
ー
モ
ス
」
と
は
、
直
訳
で
は
首
都
の
民
衆
だ
が
、
実
際
に
は
馬
車
競
技
の
応
援
団
で
あ
り
、
当
時
は
「
緑
」
と
「
青
」
の
二
組
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
デ
ー
モ
ス
は
古
代
末
期
よ
り
首
都
の
民
衆
の
意
向
を
表
明
す
る
勢
力
と
な
っ
て
お
り
、
数
多
く
の
首
都
騒
乱
を
煽
動
・
教
唆
し
た
。
ま
た
デ
ー
モ
ス
は
首
都
防
衛
に
際
し
て
は
民
兵
の
役
割
も
果
た
し
た
。
一
般
に
研
究
史
上
で
は
彼
ら
は
「
サ
ー
カ
ス
党
派circu
s
factio
」
と
呼
ば
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
デ
ー
モ
ス
も
有
力
な
首
都
勢
力
の
ひ
と
つ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
積
極
的
な
活
動
は
八
世
紀
初
頭
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、
九
世
紀
以
降
は
そ
の
長
は
国
家
官
職
と
し
て
、
式
典
な
ど
に
お
い
て
決
ま
っ
た
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。cf.C
am
eron
,A
lan
,
C
ircu
s
F
action
s,
O
xford,1976.
⒃
こ
の
事
件
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
金
一
、
前
掲
書
、
一
三
一
│
一
三
六
頁
、
さ
ら
に
井
上
浩
一
『
ビ
ザ
ン
ツ
皇
妃
列
伝
憧
れ
の
都
に
咲
い
た
花
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
九
年；
初
出
は
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
）第
三
章
後
半
に
詳
し
い
。cf.
T
readgold,
W
.,
A
N
ote
on
B
yzan
-
tiu
m
’s
Y
ear
of
th
e
F
ou
r
E
m
perors
（641
）,B
yzan
tin
isch
e
Z
eitsch
rift
83,1990,
pp.431−433.
⒄
T
h
eoph
an
es,
p.341,
343
;
M
an
go,
C
.
（ed./tr.
）,N
ikeph
oros
P
atriarch
of
C
on
stan
tin
ople,
S
h
ort
H
istory,
W
ash
in
gton
D
C
,
1990,
ch
.
28−
32.
cf.
M
artin
dale,
J.
R
.
et
al.
（eds.
）,P
rosopograph
y
of
th
e
L
ater
R
om
an
E
m
pire,
vol.III,
A
D
527−
614,
C
am
bridge,
1992,
（V
alen
tin
u
s
4
&
5
）,pp.1353−5.
K
aegi,
W
.
E
,
Jr.,
B
yzan
tin
e
M
ilitary
U
n
rest:
A
n
In
erpreation
,
A
m
-
sterdam
,
1981,
pp.154−158
;
S
tratos,
A
.
N
.,
B
rzan
tiu
m
in
th
e
S
even
th
C
en
tu
ry,
vol.2
:
634−641,
（tr.
）H
ion
ides,
H
.
T
.,
A
m
sterdam
,
1972,
pp.189−194.
⒅
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」
四
頁
参
照
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
二
人
の
弟
は
す
で
に
戴
冠
さ
れ
て
お
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
六
り
、
形
式
上
で
あ
れ
共
治
帝
の
地
位
に
あ
っ
た
。
研
究
者
た
ち
は
、
両
名
が
排
斥
さ
れ
た
の
は
六
八
一
年
夏
で
あ
り
（T
h
eoph
an
es,
p.360
）、
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
に
よ
る
示
威
活
動
も
こ
の
頃
と
考
え
て
い
る
。
⒆
cf.H
errin
,J.,
op.
cit.,
p.216.
⒇
T
h
eoph
an
es.
pp.384−385.
cf.
M
an
go
&
S
cott,
op.
cit.,
pp.535,
536
n
.1.
ゲ
ル
マ
ノ
ス
の
総
主
教
就
任
に
際
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
が
先
代
の
皇
帝
バ
ル
ダ
ネ
ス＝
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
異
端
的
信
仰
（
単
意
論
）
を
支
持
し
て
出
世
し
た
（T
h
eo-
ph
an
es,
pp.362,
382
）
経
歴
を
有
す
る
た
め
、
こ
の
抜
擢
に
は
反
対
意
見
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
21
T
h
eoph
an
es,
pp.465−466.
22
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」
五
頁
参
照
。
そ
の
な
か
に
は
元
老
院
も
登
場
す
る
。
23
T
h
eoph
an
es,
p.437.
cf.
M
an
go
&
S
cott,
op.
cit.,
p.439
n
.4.
24
『
タ
ラ
シ
オ
ス
伝
』
で
は
彼
の
職
掌
は
筆
頭
書
記
官
で
、
さ
ら
に
総
主
教
パ
ウ
ロ
ス
が
後
任
に
タ
ラ
シ
オ
ス
（
さ
ら
に
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
）
を
指
名
し
た
と
あ
る
。cf.
E
fth
ym
iadis,
S
.
（ed./tr.
）,T
h
e
L
ife
of
th
e
P
atriarch
T
arasios
by
Ign
atios
th
e
D
eacon
,
A
ldersh
ot
et
al.,
1998,
§6,
p.75
;
§12,
p.82
;
M
an
go
&
S
cott,
op.
cit.,
p.631
n
.4.
な
お
、
俗
人
で
あ
る
タ
ラ
シ
オ
ス
を
総
主
教
に
抜
擢
し
た
こ
と
に
は
ロ
ー
マ
教
皇
な
ど
も
含
め
て
聖
職
者
の
一
部
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
（
そ
れ
は
彼
の
後
継
者
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
も
あ
て
は
ま
る
）。
25
T
h
eoph
an
es,
p.390.
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」
一
二
│
一
三
頁
。
26
T
h
eoph
an
es,
p.401.
27
T
h
eoph
an
es,
p.449.
渡
辺
金
一
、
前
掲
書
、
一
三
八
│
四
一
頁
。
な
お
渡
辺
氏
は
、
こ
の
と
き
に
テ
マ
将
兵
が
首
都
に
あ
っ
た
の
は
「
も
ち
ろ
ん
、
た
ま
た
ま
首
都
に
来
て
い
た
」（
一
三
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
年
代
記
の
記
述
か
ら
は
私
に
は
そ
う
は
思
え
な
い
。
拙
稿
「
テ
マ
反
乱
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」『
関
学
西
洋
史
論
集
』
三
五
、
二
〇
一
二
年
、
六
三
│
七
四
頁
。
28
T
h
eoph
an
es,
pp.492−493,494.
29
M
an
go
の
英
語
訳
で
は
、（
ａ
）（
ｃ
）
で
の
デ
ー
モ
ス
は
「
住
民popu
lation
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
30
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
で
は
徴
募
で
は
な
く
軍
資
金
の
調
達
と
な
っ
て
い
る
（T
h
eoph
an
es,
p.377
）。
31
D
ieh
l,
op.
cit.,
pp.207−209
;
H
errin
,
op.
cit.,
p.215−6.
な
お
、
渡
辺
金
一
氏
は
元
老
院
に
加
え
て
民
衆
の
役
割
を
重
視
す
る
。
渡
辺
、
前
掲
書
、
一
三
二
│
一
三
七
頁
。
32
T
h
eoph
an
es,
p.351.
別
の
箇
所
で
は
首
都
住
民
の
反
対
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（ibid
.,
p.348
）。
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
一
七
33T
h
eoph
an
es,
p.349.
34
R
iedin
ger,
R
.
（ed.
）,C
on
ciliu
m
u
n
iversale
con
stan
tin
opolitan
u
m
tertiu
m
,
B
erlin
,
1992,
（A
cta
con
ciliorvm
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